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研究成果の概要（和文）：国造制は大和王権の地域支配制度であり、古代国家の成立過程を探る

上で不可欠なテーマの一つである。本研究では、「国造関係史料集」・「国造関係文献目録」・「校

訂国造本紀」の作成と、「国造制研究支援データベース」構築のためのテキストデータの作成を

行った。また、国造制と地域社会に関する研究を実施した。 
 
研究成果の概要（英文）：The Kuninomiyatsuko-system is a regional governing institutions of 
Yamato kingship. It is one of the themes essential to explore the formation process of the 
ancient state. In this study, we have edited the sourcebook, the bibliography, the standard 
text and the database to support research on Kuninomiyatsuko-system. We have conducted 
the research on the Kuninomiyatsuko-system and the local communities in ancient Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

国造制は、日本古代における大和王権の地

域支配制度である。 
大和王権は支配下に入った各地の有力豪

族に対して、物資や労働力の徴発を要求する

代わりに、彼らを国造に任命しその支配権を

保障した。これを受けて国造は、裁判権・徴

税権・行政権・祭祀権を行使し、当該地域の

支配を行った。国造制は、国家と社会の結節

点となった全国的な支配制度であり、日本古

代国家の成立過程と支配構造を解明するた

めに、不可欠な研究テーマである。 

また、近年、豪族居館や郡家遺跡の発掘調

査、木簡の出土など、考古学分野での研究成

果が多数蓄積されている。これらは国造制や

地域社会を考究する際に重要な手がかりと

なる。こうした考古学分野の成果に対する文

献史学分野からのアプローチが急務となっ

ている。 
 
２．研究の目的 

国造制研究の基本史料である『先代旧事本

紀』巻十「国造本紀」（以下「国造本紀」）は、

『古事記』や『日本書紀』にはない独自の記
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述を多く含んでおり、国造制の研究における

基本史料である。 
しかし、そのテキストとしては、鎌田純一

『先代旧事本紀の研究』校本の部（吉川弘文

館、1960 年）や、それをもとにした鎌田純

一校注『神道大系 古典編 8 先代旧事本紀』

（神道大系編纂会、1980 年）など、およそ

半世紀前に編纂されたものが、現在も利用さ

れている。また、国造に関連する史料集も、

佐伯有清・高嶋弘志編『国造・県主関係史料

集』（近藤出版社、1982 年）の刊行後、研究

の個別細分化が進み、出土文字資料が増加し

ているが、いまだ史料集の増補や改訂はなさ

れていない。 
このような現状に対し、研究代表者（篠

川）・研究分担者（大川原・鈴木）は、約 10
年間に亘って国造研究会を開催し、国造制や

地域社会に関する研究を進めてきた。また、

関係史資料と文献の収集、研究史の整理、フ

ィールドワークなどを実施し、その研究成果

を発表・共有してきた。 
本研究では、これらを集約させることによ

り、最新の研究成果を盛り込んだ新しい史料

集、文献目録、テキスト、データベースの作

成を行う。また、作成作業を通じて得られた

新知見をもとに、国造制と地域社会に関する

総合的研究および事例研究を進展させ、その

成果を発表する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、(1)国造関係史資料の収集・整理、

(2)国造関係文献の収集・整理、(3)「国造本紀」

の写本調査、(4)「国造関係史料集」の作成、

(5)「国造関係文献目録」の作成、(6)「校訂国

造本紀」の作成、(7)「国造制研究支援データ

ベース」構築のためのテキストデータの作成、

(8)国造制と地域社会に関する研究、これら 8
段階によって実施した。 
 
４．研究成果 
(1)国造関係史資料の収集・整理 
これまでの国造制研究で主に利用されて

きた『国造・県主関係史料集』と、国造研

究会での研究成果（レジュメ・資料等）を

もとに、「国造関係史料集」に載録する史資

料の収集・整理を行った。 
 
(2)国造関係文献の収集・整理 
国造研究会での研究成果（レジュメ・資

料等）と、各種の索引・検索ツールを活用

して、「国造関係文献目録」に載録する図書・

論文の収集・整理を行った。 
 

(3)「国造本紀」の写本調査 
上記(2)で収集した文献と、各種の蔵書目

録・索引・検索ツールを活用し、全国の研究

機関で「国造本紀」の写本・版本の調査を実

施し、必要に応じて紙焼きを収集した。また、

これまでの国造制研究で主に利用されてきた

『先代旧事本紀の研究』校本の部、『神道大系 
古典編8 先代旧事本紀』の検討を行った。 
 
(4)「国造関係史料集」の作成 
上記(1)で収集・整理した史資料を編集し、

「国造関係史料集」を作成した。合計619件（国

造制全般70件、畿内の国造68件、東海道の国

造122件、東山道の国造61件、北陸道の国造

39件、山陰道の国造96件、山陽道の国造47件、

南海道の国造44件、西海道の国造44件、「国

造本紀」以外の史料に見える国造28件）の史

資料を載録した。 
 
(5)「国造関係文献目録」の作成 
上記(2)で収集・整理した文献の情報を編集

し、「国造関係文献目録」を作成した。合計約

3,918件（国造制全般約619件、国造別約3,299
件）の文献を収録した。 
 
(6)「校訂国造本紀」の作成 

上記(3)で調査を実施した計38種類の写本・ 
版本の検討をもとに、卜部兼永本（天理大学

附属天理図書館所蔵）を底本として諸本と

の校合を行い、「校訂国造本紀」を作成した。

あわせて度会延佳『鼇頭旧事紀』の頭注も載

録した。 
 
(7)「国造制研究支援データベース」構築のた

めのテキストデータの作成 
上記(4)～(6)で作成した「国造関係史料集」、

「国造関係文献目録」、「校訂国造本紀」のデ

ータの再編集を行い、「国造制研究支援データ

ベース」を中心的に構成するテキストデータ

を作成した。 
 
(8)国造制と地域社会に関する研究 
上記(1)～(7)の作業過程で得られた新知見

をもとに、国造制と地域社会に関する総合的

研究および事例研究を実施した。その成果と

して、学会発表計12件を行い、雑誌論文計34
件、図書計3件を公にした。また、国造研究会

の研究成果も含めて、篠川賢・大川原竜一・

鈴木正信共編著『国造制の研究―史料編・論

考編―』（八木書店、2013年）を上梓した。 
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